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滋賀県ビオトープネットワーク長期構想の改定について 

～野生動植物の生息・生育環境の保全・再生・ネットワーク化に関する長期構想～ 

 

野生動植物の安定した存続を図り将来の世代へと引き継いでいくためは、野生動植物の生息・生

育場所（ビオトープ）の保全・再生のみならず、ビオトープ間の相互のつながりの形成（ネットワ

ーク化）が重要です。 

滋賀県では、ビオトープの保全・再生・ネットワーク化に関する長期的な構想である「滋賀県ビ

オトープネットワーク長期構想」を平成 21 年に作成し、取組を推進してきたところです。 

この度、当該長期構想について、自然環境や社会経済情勢の変化の状況等を踏まえて必要な見直

しを行い、改定しましたのでお知らせします。 

 

１ 改定の概要 

 ○重要拠点区域の見直し 

  ・ビオトープとして重要な区域である重要拠点区域について、野生動植物の生息・生育の基盤

となる植生単位の広がりを重視し、区域の見直しを行った。 

    １ 高時川源流部 ２ 伊吹 ３ 霊仙 ４ 鈴鹿 ５ 安土 ６ 田上・信楽 

７ 三上 ８ 比叡・石山 ９ 堅田丘陵 10 比良・朽木 11 野坂山地 

12 奥琵琶湖 13 西の湖 14 湖北湖岸 15 湖西湖岸 16 湖東湖岸 

※下線部は範囲を見直した箇所 

 ○生態回廊の追加 

  ・野生動物の移動経路である生態回廊について、山地から田園域や市街地を通って琵琶湖へと

つながる河川が持つ回廊としての役割に注目し、重要性の高い４河川を追加した。 

    １ 野洲川 ２ 日野川 ３ 大同川・伊庭内湖 ４ 愛知川 ５ 犬上川 

６ 芹川  ７ 天野川 ８ 姉川       ９ 高時川 10 余呉川 

11 知内川 12 安曇川 13 瀬田川      14 大戸川 

  ※下線部は追加した河川 

○保全・再生・ネットワーク化の推進方策 

  ・ビオトープの保全・再生・ネットワーク化を推進するための方策の一環として、生物多様性

の保全・再生を各主体の取り組みの中に組み込んでいく「生物多様性の主流化」や、生態系

を活用した防災・減災（Ecosystem-based Disaster Risk Reduction （Eco-DRR））等の新た

な考え方を追加した。 

 

記者会見資料 



２ 添付資料 

滋賀県ビオトープネットワーク長期構想変更の概要 

滋賀県ビオトープネットワーク長期構想（令和３年(2021 年)４月改定） 

 

（参考） 

これまでの経過 

令和２年３月 18日   野生動植物との共生に関する検討会 

７～８月   野生動植物との共生に関する検討会各部会へヒアリング 

10 月 ５日   滋賀県環境審議会への諮問 

10 月 23 日   野生動植物との共生に関する検討会 

10 月 27 日   滋賀県環境審議会自然環境部会 変更骨子案の審議 

       12 月 ８日   野生動植物との共生に関する検討会 

12 月 15 日   環境・農水常任委員会へ変更骨子案の報告 

12 月 22 日   滋賀県環境審議会自然環境部会 変更案の審議 

令和３年１月 22 日   滋賀県環境審議会から答申 

２月 10 日   環境・農水常任委員会へ変更（案）に対する意見・情報の募集につい

て報告 

２月 17 日～３月 18 日   県民政策コメントの実施、市町へ変更（案）に対する意見照会（募集） 

          ４月 13 日  環境・農水常任委員会へ変更（案）に対して提出された意見・情報と

それらに対する滋賀県の考え方について報告（書面） 

４月 26 日  滋賀県ビオトープネットワーク長期構想の改定 

 


